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すべての仲間の
ＪＲ連合への 

総結集を！！ 
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２０１９年７月９日 日本鉄道労働組合連合会 

ＪＲ四国労組第３８回定期大会開催 

大谷委員長体制を確立、新たな時代を築いていく！ 
ＪＲ四国労組は、７月８～９日、「ＪＲホテルクレメント徳島」（徳島県徳島市）

において、スローガンに「新たな時代に新たな風を！」を掲げ、第 38 回定期大

会を開催した。大会には代議員、特別代議員、および傍聴者等の総勢約 140 人が

出席し、2019 年度の運動方針を満場一致で決定した。 

冒頭、執行部を代表して中濱執行委員長が挨拶に立ち、「この間の運動の成果は

イデオロギーを持ち込まなかったことと時代に合わせて変化してきたことにあ

る。今後も日々進化し続け、実践してきた民主的労働運動を次の世代に継承する

ため、組織として『人を創り、人を育てる』とともに歴史を伝えていく」と語っ

た。 

大会には、ＪＲ連合から尾形事務局長と中村交通政策部長が出席し、激励と連

帯の挨拶を行った。また、来賓には連合徳島・島事務局長、四国交運労協・井上

議長、ＪＲ四国・半井社長、ジェイアール四国バス・吉良社長らが出席した。 

その後執行部から新年度の運動方針（案）および予算（案）が提起され、33 人

の代議員・特別代議員が方針等を補強する発言を行った。業務課題や労働条件・

環境に対する内容に加え、ＪＲ四国の将来を見据えた鉄道ネットワークの維持活

性化にむけた新たな支援策や四国新幹線の実現を期待する声が挙がった。執行部

からの中間答弁および大谷書記長の総括答弁を経て、方針等が満場一致で採択さ

れた。さらに、今大会において役員改選が行われ、長年に亘りＪＲ四国労組を牽

引してきた中濱委員長が退任

し、新たに大谷委員長、森安副

委員長、嶋田書記長を選出し、

新体制が確立した。 

最後に、ＪＲ四国労組の一層の

団結により新たな時代を築くべ

く、大谷新委員長の‘団結ガン

バロー’三唱で締めくくり、新

年度のスタートを切った。 


